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東北地方の鋳物工業
宮　下　史　明
まえがき
　盛岡，水沢，山形は東北地方を代表する鋳物産地として知られている。全国
的に見てもこれら諸都市の鋳物工業は企業数並びに生産高とも極めて重要であ
私この他の東北の諸都市にも1～2の鋳物工場が存在しているが，それらは
前記の三都市のものと比較すれば，その重要性は低い。何故に犬工業地帯から
離れたこれら三都市において鋳物工業が盛んに行われているのであろうか。こ
の問題を考察することは本工業の立地の解卿こ重要な鍵を与えてくれるものと
思われる。
　これら東北の諸産地には，現在の鋳物工業が直面している種々の諸問題や近
代化の新しい方向が見られるので，以下それらについて触れてみたい。
I
　鋳物工業の立地条件として従来から指摘されているように，原材料への近接
性およびその集結費，人件費，市場への近接性などが重要なファクターとして
列挙されるが，それ以外のファクターにも無視しえないものがあ私それはこ
れらの産地がいずれも古くからの産地として有名であったことである。南部の
鋳物として知られる盛岡や水沢では古くから鉄瓶や鍋・釜がつくられ，水沢は
後述するように羽田の鋳物として知られていたのである。また山形では銅町を
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中心として行われていた。東北にはこれ以外に八戸・釜石・秋田などに若干の
工場があるが，いずれも新興のものである。このように見てくると伝統の力が
非常に強く影響しているように感ぜられる。
　ウェーバによれば，立地に関する経営者の主たる努力は最小費用立地に工場
を設置することに向けられるという。しかしこれはあくまでも大企業に関する
ことであって，中小とくに零細企業の立地には当てはまらないように思われ
る。それはこれら零細企業にとって，立地に関する完全な情報が得られること
はありえず，またたとえそれらが得られたとしても最適立地に位置するだげの
十分な資本がないことも十分ありうる。そうであるとすればむしろ立地が先に
与えられ，しかる後にその土地にあった産業を選ぶというように考えた方がよ
い場合も多くある。わが国の地場産業の立地にはこのようたケースが多いよう
に思われる。もちろん原材料を求めて移動しその産地に定着していったケース
もまたかなりあったと思われる。
　著老のこれまでの調査によれば，全国的に見て近世以前の鋳物工業の主産地
はいずれも鋳型用の砂や粘土，原料たる鉄に恵まれていたと伝えられているも
のが多い。この場合指摘しておかねばならないことは，鋳物業は技術を持たな
い全くの素人では始められないと言うことである。これは非常に重要である。
それは経営者自身が技術を習得しているカ㍉あるいは技術を持った労働者を容
易に雇用できることが本工業の成立には不可欠の要件であることを意味する。
すなわち非常に古い時代はさておき，かつてその地で鋳物業が行われていたこ
とが重要な条件となる。それがいわゆる鋳物の伝統産地を形成することにつな
がるのである。この点これら東北の産地もこの例外ではない。
　南部の鋳物とLて知られる盛剛こは，現在市内に6か所のエ場があるが，特
定の地域への集中は見られない。しかし肴町・松尾町・加賀町など盛岡城の東
の中津川と北上川にはさまれた地域にそれぞれ一つずつの工場がある。これは
域下町の都市計画と関係があったものと思われる。盛岡では現在，美術工芸品，
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目用品などが盛んにつくられている。また最近の傾向として郊外にいくつかの
工場がつくられている。
　水沢の鋳物は水沢市羽田町一帯で行われている。水沢が南部の鋳物を代表し
ているが，それはこの地域に約70杜も鋳物工場が集中しているからである。羽
田町はかつて陸中田茂山とよぱれた集落で，北上川の水運に恵まれ原料の入手
や製品の輸送に便利であり，また鋳型用の砂や粘土に恵まれていたという。水
沢鋳物の紀元は800年以前にさかのぽると伝えられており，その後ずっと継続
して現在に至っている。水沢の鋳物は機械鋳物の他に風鈴や鉄瓶などの工芸品
や日用品が盛んに作られている。羽田の場合，農村地帯のごく狭い地域に多数
の工場がひしめいているのが著しい特色である。工場と言っても従業員数の極
めて少ないものが圧倒的に多い。すなわち従業員数1～4人の企業数は38で全
体の54％である。5～10人の企業は10（14％），11～15人の企業ば8（12％）
と圧倒的に零細なものが多い。またこの数字には若干の鉄瓶ツル製造老が含ま
れていることを指摘しておかねぼならない。鋳物工業の場合全国的に見ても小
規模なものが多いのが特徴であるが，水沢の場合はこのように家内工業的なも
のが特に多いのである。これはその半農半工的な性格によって裏付げられる。
それはこの地域の平均耕地面積は小さく，r金屋かせぎ」と言われる兼業が昔
から必要だったのである。したがって労働者の多くは附近の農村から来ている
のである。羽田にも夫規模な鋳物工場がない訳ではない。いくつかの工場は設
備の近代化が行われ，量産方式が採られている。しかしながらこれら夫工場
の営業成績は，著者の訪ずれた頃は必ずしもよくないとのことであった。そし
てむしろ零細企業の方が経営的に楽であるとのことであっね水沢の場合の競
争力は全国平均より，1か月約3万円安いと言われている低賃金であ孔設備
の近代化を行えばその償却のために高い操業率を維持Lていくことが不可欠で
ある。不況になればいきおい操業率は低下せざるをえない。それに対して零細
企業の場合には固定設備も古くまた少なく，先述のような景気変動の安全弁を
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有L，また自己や家族の直接労働費や経営者とLての報酬部分を圧縮すること
によって，不況を乗り切っていくのである。さらに零細企業は主として南部鉄
瓶や急須鉄瓶その他の工芸鋳物などのような付加価値の高いものを手がけてい
るので，機械鋳物のように利益率もあまり良くなくまた景気変動の波をかぶり
易いものを主とする中・大企業に対して，その低抗力はより強いと言える。こ
れが東北の農村地帯にありたがら水沢をして鋳物の大産地としている大きな理
由の一つではあるまいか。この事情は水沢に限らず盛岡でも山形でも同様であ
る。しかしながら羽田のような半農半工的な鋳物集団は今日では全国でも非常
に珍しいものである。羽田町を歩けば火災によって昔目の面影は殆どたくなっ
てしまっているが，及川姓，佐藤姓の鋳物屋がここかしこにある。おそらく近
世の鋳物集落のなごりであろう。近世の地方の大鋳物産地の大部分が全国的に
見て没落している今日，羽田ほまさに貴重なケースと言わねばならない。
　Lかしこの水沢鋳物の将来に問題がない訳ではない。それは東北新幹線がこ
の附近を通ることになっているからである。確かに鉄道や道路交通の改善は輸
送時間の短縮や輸送コストの低下をもたらすかも知れない。しかしまた交通が
便利になることは地価の高騰をもたらし，農村的であったこの地域の景観や人
人の生活や心に大きな影響を与えるものと思われる。低い地価，低賃金，伝統
的（家業的）な技術と労働にささえられてきたこの地域の鋳物工業も変貌をと
げてくるように思われる。水沢もまた明治以降衰退していった他の産地と同様
の運命をたどるのであろうか。山形市の鋳物業も東北のみならず全国的にも重
要な地位を占めている。すなわち銅町を中心として37の企業が存在する。山形
鋳物の歴史も古い。約900年前の康平年間に源頼義が安倍貞任征伐の際従軍し
た鋳物師が，山形の川砂と土質が鋳物こ適することを発見してこの地に留まっ
たことに始まると伝えられている。銅町ができたのはそれよりずっと後の慶長
年問のことである。この銅町には現在も18の企業がある。銅町は国鉄の北山形
駅に近く，城下町から離れた馬見ケ崎川に沿った地域である。山形もまた鉄瓶
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など高度の伝統技術を残している処として知られている。銅町一帯には鋳物工
場の臭いがここかしこに感ぜられ，独得の産業景観を形づくってい乱しかし
ながらこの銅町にも問題がない訳ではない。それは用地や公害の問題である。
古い設備のままならよいが近代的た設備を導入するには用地が狭ますぎ，また
煤煙，粉塵などの処理にはいきおい近代的な設備を必要とする。そこで新たに
鋳物工業団地をつくって，一挙にこれらの問題を解決Lようとした。すなわち
昭和49年3月に山形市西部二位田に，総面積98・670m2の用地に総面積18・874
皿2の建物をもつ団地が完成した。ここには機械鋳物8，日用工芸品鋳物5，
合計13の企業が入っている。この団地の特色は鋳鉄・軽合金・銅合金という種
種な材質と，機械部品・日用品・工芸品などの各種の鋳物製品が同一団地内で
生産されていることである。全国の鋳物団地の中でこのような例は非常に少な
いのである。工場ば小さいものは従業員5名程度，大きいものは100名位のも
のであるが，大部分は従業員20～50名位の規模であ私たしかにこのような団
地化は共同購入や共同受注などのメリットがあり，設備の近代化・公害防止の
効果も大きい。また従来の薄汚れたという鋳物工業のイメージが多少なりとも
改善される可能性が強い。これが若年労働力の不足の解消につながれば幸であ
るが，待遇が大幅に改善されないかぎりなかなか困難であろう。
　政府の方針としては全国の鋳物産地をこのような形で整理統合していくよう
であり，実際にこのような団地化は全国各地でいくつかすでに行われている。
しかし鋳物と一言で言っても極めて多種多様な製品，材質，技術を含んでい
るのである。したがって一方では工芸品などのように非常に高い技術水準と
手間を要求されしかもその注文数の少ないものから，他方でば高度の技術は必
要とせず大量生産される製品まであり，一率に鋳物工場ではどれだけの生産設
備を備えねぼなら底いという規制をすることは，技術的に優秀な零細・小企業
を見捨てることになる。そうすることは他の加工方法にはない鋳造というすぐ
れた伝統のある加工方法が失われる恐れがあ乱構造改善方式は大量生産を行
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う大企業と，少量ではあるが高度の技術を必要とする機械部品や工芸品を生産
する小企業の二本立の助成をする必要があるのではなかろうか。
おわ　り　に
　このように東北地方の鋳物業について見てくると，グリーソハヅトが米国ア
イオワ州の鋳物企業の事例研究で見いだしたように，輸送費よりも労働費の差
が立地に強く影響しているように考えられる。グリーンハヅトの場合は本工業
の歴史も浅くまた労働事情も異なるアメリカの事例であるので，技術的集積と
いう伝統的・地場的な側面に気付くことはなかった。彼の場合にはむしろ経営
者の個人的理由ということが大きなウェイトを占めるとしている。これはわが
国の場合も同様であろう。
　盛岡・水沢・山形の鋳物業は高度の伝統技術を保持して工芸品・目用品など
のウェイトの高いことが，大工業地帯から離れているこれらの土地での営業を
可能としているように思われる。したがってこれら東北の産地が将来も重要な
産地の地位に留まるには低賃金という競争力だげでは不十分であって，高い技
術水準を保持していくことが不可欠の条件となるだろう。
　おわりに本論文を作成するにあたり，貴重なお話や多くの資料を提供して頂
いた各産地の鋳物工業組合ならびに工場の方々に深く謝意を表します。
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